
　意見案第２号 

 

　　　　自衛官及びその家族の名誉と誇りを守るための意見書 

 

　自衛隊は、我が国の独立と平和を守るとともに、大規模災害時には昼夜を問わず被災

地へ駆けつけ、人命救助や生活支援に全力を尽くすなど、国民の生命と財産を守る最後

のとりでとして重要な役割を果たしている。 

　その任務は極めて厳しく、隊員は災害や緊急事態が発生すれば家族との時間を顧みる

ことなく現場へ向かう。転勤や長期不在を繰り返しながら隊員を支える配偶者や子ども、

そして離れて暮らす家族もまた、自衛官とともにその任務を支えるかけがえのない存在

である。 

　北海道は我が国最北の地に位置し、多くの自衛隊部隊が所在する全国有数の駐屯地を

有している。平成30年北海道胆振東部地震をはじめ、多くの災害においても、自衛隊員

は危険を顧みず被災者のために尽力し、道民に大きな安心をもたらしてきた。 

　しかしながら、近年、自衛官やその家族に対する誤った認識や偏見、さらには自衛隊

の任務や役割に対する理解を欠く発言や言動が見受けられ、自衛隊員やその家族が心を

痛める事例も生じている。 

　自衛官は経済的事情ではなく、「国を守りたい」「人の命を守りたい」という強い使

命感と誇りを胸に、自らの意思で厳しい任務に就いている。その志や人格が偏見や先入

観によって語られることは、自衛官本人のみならず、日々その背中を支え続ける家族の

尊厳をも傷つけるものであり、決してあってはならない。 

　自衛隊員が誇りを持って任務を全うし、その家族もまた社会から敬意を持って受け止

められる環境を築くことは、安全保障のみならず、我が国の災害対応能力を維持する上

でも極めて重要である。 

　よって、国においては、次の事項について特段の措置を講ずるよう強く要望する。 

記 

１　自衛隊が我が国の安全保障及び災害対応に果たしている役割について、国民の理解

　促進に積極的に取り組むこと。 

２　自衛官及びその家族に対する誤った認識や偏見の解消に努め、社会全体で敬意を醸

　成するための広報・啓発を推進すること。 

３　主権者教育、防災教育等において、自衛隊の役割や災害派遣活動への理解を深める

　取組を推進すること。 

４　自衛官及びその家族が安心して任務や生活を送ることができるよう、相談体制や家

　族支援の充実に努めること。 

　以上、地方自治法第99条の規定により提出する。 
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